2009.08.22(土)  ラジオマガジンEARLY BIRD
景気はいくらかでも回復に向かっている、これからは・・・
　　　　　　経済ジャーナリスト・阪南大学講師　ホリヒロシ
09年06月東北経済動向２ヵ月連続上方修正
　鉱工業生産指数前月比4.6%上昇　　主力産業の電子部品、情報通信機械などが改善
「需要に力強さが見られないため企業の設備投資、雇用は非常に厳しい状況。
生産の先行とともに、需要がいつから持ち直すのか注視したい」

物価変動を除いた実質ＧＤＰﾌﾟﾗｽ3.7％(年率換算)/ 内閣府8.18発表　09年4月～6月期

09.01～03実質GDP戦後最悪ﾏｲﾅｽ11.7%　　　プラス成長は15か月ぶり
エコカー補助金、エコカー減税

エコポイント家電　　エコポイント交換申請100万件突破
定額給付金　　消費に回るのが4割と予想

→いよぎん地域経済センター(松山市)日常以外の消費55%、生活費補てん39%、貯蓄7%

         和歌山社会経済研究所　　通常支出以外58%、家計及び上乗せ分を合わせて95%消費

米国も景気　底入れ～6月に米景気後退終了か

米連邦準備理事会(FRB)「2007年12月から始まった景気後退が終了間近」

ＧＭ　7～12月期北米生産台数当初計画より6万台増(8.18)

フォード7～9月期前年同月比18%増産

  米新車市場6月まで年率換算1000万台で低迷　　

米政府7月低燃費買換景気対策最大4500㌦(約42万円)発表

外国人投資家、日本株を買い始めた～4月以降の買越額2兆円超
ﾍｯｼﾞﾌｧﾝﾄﾞを中心とした外国人投資家    リーマンショック後の9月～今年３月まで約6兆円売越
  世界景気の回復で日本企業の業績が改善すれば、株価も上昇　→　安すぎる日本の株価
日経平均株価　　3月7054円98銭(バブル後最安値) →4か月で1万円台へ回復(50%上昇)
まだまだ、実感が伴わないが

東証１部上場企業1320社09年4～6月期四半期決算　

純損益合計1兆453億円　　9か月ぶりの黒字　　

売上高△9.8%減(09年1～3月期比) なぜ黒字転換？　→　コスト削減、在庫調整の効果
中小企業
　　「受注が戻ったといっても前年の3割だったのが6割に戻っただけ」部品メーカー/大阪
　　「受注先から受注が戻っても昨年の6～7割が限界と伝えられている」自動車下請/名古屋

力強い政府の経済に対するリーダーシップが景気回復を本物にする

例えば、

日本版グリーン・ニューディール構想
政府　　電気自動車などの次世代自動車、太陽光発電などの環境ビジネスの市場規模を

今後5年間で100兆円以上に拡大することを目指す

そして結果として

太陽電池出荷　対前年比82.5%増(09年04月～06月)  約3年半ぶりに過去最高更新

　　09年01月住宅向け太陽電池補助金制度復活　　04月東京都など独自の補助金制度導入
　　政府は住宅に設置した太陽電池が発電した余剰電気を買い取る制度を年度内導入計画
自律回復はまだまだだが、景気は回復に向かっているのは、事実。
景気回復を本物にするためには、力強い政府のリーダーシップと世の中に明るさが必要。
「景気回復が長続きしない」、「景気回復は息切する」といった悲観コメントはやめてほしい。
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